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【材料と方法】高分解能衛星データとして、空間分解能が 2.4 m である QuickBird によっ
て 2012/7/19 に、分解能が 1.8 m である Worldview-2 によって 2017/5/20/、2018/5/26 に、
分解能が 8 m である SPOT 6/7 によって 2014/9/26、2015/10/1、2018/9/26 に観測された画







る面積は、2012/7/19 の 66.0 ㏊から 2018/9/26 の 50.0 ㏊へ減少し、中分解能衛星画像の解
析結果による面積は、2011/5/31 の 69.6 ㏊から 2018/5/26 の 44.6 ㏊に減少した。震災前で
あり、放牧が行なわれていた 2007/7/24 の六角牧場の航空機リモートセンシング画像の解
析から求めた面積は 66.1 ㏊と記録されている。一方、放牧を継続した大尺草地の高分解
能衛星画像の解析結果による面積は、2012/7/19 に 2.9 ㏊、2018/9/26 に 3.1 ㏊であり、中
分解能衛星画像の解析結果による面積は、2011/5/31 に 2.5 ㏊、2018/5/26 に 2.7 ㏊であっ
た。震災前の 2007/7/24 の大尺草地の面積は 2.9 ㏊である。解析した複数の高分解能衛星
画像には観測時期の違いがあるため、植生の季節変化の影響を考慮する必要がある。中分
解能衛星画像は空間分解能が低いため、ミクセル(Mixed pixel の略)問題により分類精度
が落ちるものの、震災後の 2012 年から 2018 年にかけて、六角牧場の草地面積が大幅に
減少し、大尺草地には大きい変化はなかったことを示した。震災 1 年後である 2012/7/19
と震災前であり放牧が行われていた 2007/7/24 の草地面積を比較したところ、顕著な変化
は見られなかった。 
【結論】複数の光学衛星画像の時系列解析により、牧草地の面積が 2011 年以降放牧を自
粛してから大きく減少したことが明らかになった。川渡地区の今後の草地モニタリングに
もリモートセンシング技術が活用できることが期待される。 
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